
 

【資料１】 文部科学省 国立教育政策研究所(2022)『令和４年度 全国学力・学習状況調査 報

告書 質問紙調査』 p.91-92（抜粋） 

10 ＩＣＴを活用した学習状況に関する調査結果（全国平均） 
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【資料２】 文部科学省（2020）『教育の情報化に関する手引（追補版）第４章 教科等の指導に

おけるＩＣＴ活用』 p.82 「学校におけるＩＣＴを活用した学習場面」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】９月の授業観察「立体の体積」での、児童が作成したロイロノートの画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童Ａ 児童Ｂ 

児童Ｃ 児童Ｄ 
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【資料４】 「算数の学習に関する児童アンケート」項目 

〇令和４年９月 15 日、12 月 6 日に、同一の内容で実施する。 

 

質問 21、22 以外の質問選択肢は全て以下の通りである。 

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる  

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない 

 

１．算数の勉強は好きだ。 

２．算数の勉強は大切だ。 

３．算数の授業の内容はよく分かる。 

４．算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ。 

５．算数の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考える。 

６．算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考える。 

７．算数の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考える。 

８．算数の授業で公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしていますか。 

９．算数の授業で、積極的に学級の友だちと考えや意見を交換している。 

10．算数の授業で、前に学習したことを使って、新しい問題を解決しようとしている。 

11．算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートやワークシートに書いている。 

12．算数の勉強は、1人で考えるよりも、ペアやグループでするほうが好きだ。 

13．算数の授業で、学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ 

たりすることができている。 

14．Chromebook などのＩＣＴ機器を使うのは好きだ。 

15．算数の授業で、Chromebook などのＩＣＴ機器を使った勉強は楽しい。 

16．算数の授業で、Chromebook などのＩＣＴ機器を使った勉強は分かりやすい。 

17．算数の授業で、Chromebook などのＩＣＴ機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。 

18．算数の授業で、学級の友だちと意見を交換する場面で、Chromebook などのＩＣＴ機器を使う 

と意見が交換しやすい。 

19．算数の授業で、自分の考えをまとめ、発表する場面で、Chromebook などのＩＣＴ機器を使う

と発表しやすい。 

20．算数の授業で、ここで Chromebook などのＩＣＴ機器を使いたいと感じたことがある。 

21．６年生の算数の授業で、Chromebook を、どの程度使用しましたか。 

  ①ほぼ毎回 ②週３回以上 ③週 1回以上 ④月 1回以上 ⑤ 月 1回未満 

 

22．算数の授業について、感じていることを自由に書いて下さい。【自由記述】 

 

※１ 数字に下線（直線）のある質問項目は、令和４年度全国学力・学習状況調査における児 

童質問紙と同一の質問内容。 

※２ 数字に下線（波線）のある質問項目は、算数の授業での協働的な学びに関する質問内容。 

※３ 数字に下線（二重線）のある質問項目は、算数の授業でのＩＣＴ活用に関する質問内容。 
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【資料５】11 月の授業実践「およその面積と体積を考えよう」での、児童が書き込んだ「＆ シン

キングボードの画像」（地図：Google Map 使用アプリ：Google Jamboard） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童Ｅ 

三角形に見立てた

が、面積を求めると

ころで行き詰まって

いた児童Ｅ。「高さを

求めたらいいね」と

いうデジタル付箋で

のアドバイスを受け

て、周りの友達と三

角形のどこが高さか

を話し合う姿が見ら

れた。【資料６①がワ

ークシート】 

児童 F 

自分と考え方が似て

いるというコメント

で自分の考えに自信

を持つことができた

児童Ｆ。面積を概算

してみると、安堵町

の実際の面積（4.33

㎢）と数値が近かっ

たため、感動してい

た。友達のシンキン

グボードに意欲的に

書き込む姿が見られ

た。 

児童Ｇ 

初めは、四角形で考

えていた児童Ｇ。上

記の児童Ｆの考えな

どを端末で確認し、

四角形に対角線を書

き入れて、三角形二

つに考え方を変え

た。それにより、計測

する箇所（高さ）を決

めることができ、面

積を概算できた。 

【資料６②がワーク

シート】 

出席番号 

出席番号 

出席番号 
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【資料６】11 月の授業実践「およその面積と体積を考えよう」での、ワークシート画像 

【資料７】授業実践後の活用 「＆ シンキングボードＮＥＸＴ」の画像 

「＆ シンキングボード」から「＆ シンキングボードＮＥＸＴ」へ より主体的な活用に向けて 

ワークシート①（資料５ 児童Ｅ） ワークシート②（資料５ 児童Ｇ）

「資料の特ちょうを調べよう」（『小学算数６年』日本文教出版）第８時の授業での活用の様子 
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